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御
坊
市
の
介
護
保
険
の
第
１

号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
は
、

６，

６
４
９
名
（
Ｈ
18
年
９
月

末
現
在
）
で
、
総
人
口
の
約
４

分
の
１
に
あ
た
り
ま
す
。

高
齢
者
の
方
を
居
所
別
で
見

て
み
る
と
、
在
宅
で
生
活
さ
れ

て
い
る
高
齢
者
の
方
は
約
６，

３
０
０
名
で
、
65
歳
以
上
人
口

全
体
の
約
95
％
を
占
め
て
い
て
、

圧
倒
的
多
数
の
高
齢
者
の
方
が

在
宅
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

そ
し
て
、
在
宅
生
活
を
し
て
い
る

高
齢
者
の
方
の
う
ち
、
約
８

割
の
方
が
家
族
の
方
々
と
同
居

し
て
い
ま
す
。

要
支
援
・
要
介
護
認
定
の
状

況
を
見
て
み
る
と
、
認
定
を
受

け
た
総
数
は
、
１，

３
６
９
人

で
、
そ
の
う
ち
、
第
１
号
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
）
が
１，

３

２
７
人
で
、
65
歳
以
上
人
口
の

約
20
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

在
宅
介
護
の
目
的
は
、「
住
み
な

れ
た
家
や
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
」
こ
と
を
実
現
す
る
こ
と

で
す
。
し
か
し
一
方
で
、
予
期

せ
ぬ
事
態
や
不
安
に
家
族
介
護

が
振
り
回
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
特
に
、
認
知
症

の
人
に
よ
る
徘
徊
や
混
乱
な
ど

が
頻
発
す
る
と
、
精
神
的
に
も

肉
体
的
に
も
家
族
は
限
界
に
追

い
込
ま
れ
、
時
に
は
家
庭
崩
壊

に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
方
た
ち
の
た
め
に
、

住
み
な
れ
た
地
域
を
離
れ
る
こ

と
な
く
、
そ
の
時
々
で
発
生
す

る
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
、
新
設
さ
れ
た
の
が
「
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
の

は
、
原
則
と
し
て
そ
こ
に
住
ん

で
い
る
住
民
の
方
に
限
定
さ
れ
、

市
町
村
が
事
業
所
の
指
定
や
監

督
を
行
い
ま
す
。

平成18年12月

広報ごぼう
（２）

『住み慣れた地域と、気心の知れた人達とのつながりの中で』 『住み慣れた地域と、気心の知れた人達とのつながりの中で』 『住み慣れた地域と、気心の知れた人達とのつながりの中で』 

作業療法士によるレクリエーション風景 

介
護
保
険
『
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
』
ス
タ
ー
ト

４
月
か
ら
「
介
護
保
険
法
」
が
改
正
さ
れ
、
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
や

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

御
坊
市
で
も
10
月
か
ら
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
現
状
、「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
の
高
齢
者
の
現
状

市
の
高
齢
者
の
現
状 

市
の
高
齢
者
の
現
状 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス 

と
は
？

と
は
？ 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス 

と
は
？ 



御
坊
市
で
は
、
10
月
か
ら
『
あ
が
ら

花
ま
る
』（
医
療
法
人
裕
紫
会
）
に

お
い
て
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容

ご
自
宅
で
の
生
活
を
続
け
な
が

ら
、「
通
い
」「
泊
ま
り
」「
訪
問
」

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

基
本
的
に
、
日
中
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
通
い
、
必
要
に
応
じ
て
「
泊
ま

り
」
や
「
訪
問
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
ま
す
。

定
員
　
登
録
人
数
　
25
名

通
い
　
　
　
１
日
15
名

泊
ま
り
　
　
１
日
５
名

訪
問
　
　
　
必
要
時

認
知
症
の
高
齢
者
の
方
が
、
少
人

数
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
し
な
が
ら
日
帰
り
で
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
緒
に
調
理
や
食
事
を
行
っ
た

り
、
趣
味
活
動
な
ど
を
通
し
て
充
実

感
の
あ
る
時
間
を
持
て
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

定
員
　
１
日
12
名

忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
し
て
、
ご

自
宅
で
の
生
活
が
難
し
く
な
っ
た
方

に
対
し
て
、
入
居
に
よ
り
専
門
的
な

介
護
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

お
お
む
ね
身
の
回
り
の
こ
と
が
で

き
る
方
が
、
落
ち
着
い
た
環
境
の
中

で
、
他
の
入
居
者
と
の
共
同
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

定
員
　
18
名
（
１
つ
の
共
同
生
活
空

間
に
９
名
）

平成18年12月

広報ごぼう
（３）

◎
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

（
認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

◎
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

◎
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

(

認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム)

利
用
者
・
ご
家
族
・
地
域
の 

方
が
安
心
で
き
る
場
に 

          

■
み
な
さ
ん
の
協
力
で･･･ 

　
「
あ
が
ら
花
ま
る
」
の
開
設 

以
来
、
利
用
者
、
ご
家
族
、
地 

域
の
皆
さ
ま
の
励
ま
し
や
協
力 

の
お
か
げ
で
３
ヶ
月
目
を
迎
え 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

■
そ
の
方
ら
し
く
、
く
つ
ろ
い 

　
だ
時
間
を･･･ 

　
私
た
ち
の
施
設
は
、
利
用
者 

お
一
人
お
一
人
に
合
わ
せ
て
そ 

の
方
ら
し
く
、
く
つ
ろ
い
だ
時 

間
を
過
ご
し
て
い
だ
だ
け
る
よ 

う
心
が
け
て
い
ま
す
。 

　
認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ 

ス
で
は
、
生
活
の
継
続
を
目
指 

し
て
、
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

を
立
て
て
過
ご
し
て
い
た
だ
い 

て
い
ま
す
。
ま
た
、
見
通
し
を 

持
っ
て
生
活
し
て
い
た
だ
け
る 

よ
う
水
曜
日
と
金
曜
日
に
は
、 

作
業
療
法
士
に
よ
る
レ
ク
リ
エ 

ー
シ
ョ
ン
も
取
り
入
れ
て
い
ま 

す
。
一
人
で
出
来
な
く
な
っ
た 

よ
う
な
こ
と
も
、
ケ
ア
ワ
ー
カ 

ー
が
支
援
す
る
こ
と
で
、
再
び 

施
設
で
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て 

い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い 

ま
す
。 

 

■
地
域
の
方
と
の
交
流･･･ 

　
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
方
と 

の
交
流
も
ど
ん
ど
ん
図
っ
て
い 

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
利
用
者
・
ご
家
族
・
地
域
の 

方
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施 

設
と
な
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い 

き
ま
す
。 

副施設長　田端恵美さん 

医療法人　裕紫会 

住所：藤田町藤井２１１８－６ 
TEL：３２－８５８８ 

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
は 

『
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』へ 

 

　
介
護
保
険
や
そ
の
他
高
齢 

者
に
関
す
る
こ
と
は
、
地
域 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相 

談
く
だ
さ
い
。 

 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

で
は
、
保
健
・
介
護
・
福
祉 

の
専
門
職
が
連
携
し
て 

○
高
齢
者
や
家
族
、
地
域
住 

　
民
か
ら
の
総
合
的
な
介
護 

　
や
福
祉
に
関
す
る
相
談
へ 

　
の
対
応
、
支
援 

○
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の 

　
作
成
、
介
護
予
防
事
業
の 

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

○
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の 

　
支
援
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ 

　
く
り 

○
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
の 

　
防
止
と
権
利
擁
護
事
業 

　
　
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

御
坊
市 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
市
役
所
内
） 

℡
２
３
・
５
８
５
１ 



（４）平成18年12月

～投票時間が２時間短縮され午後６時までとなりました～ 

県知事選挙、市議会議員選挙のお知らせ 

■
選
挙
期
日 

　
平
成
18
年
12
月
17
日
（
日
） 

（
投
票
時
間
） 

　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時 

 

■
期
日
前
投
票 

　
12
月
１
日
（
金
）
〜
16
日
（
土
） 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時 

    

■
選
挙
期
日 

　
平
成
19
年
１
月
21
日
（
日
） 

（
投
票
時
間
） 

　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時 

 

■
期
日
前
投
票 

　
１
月
15
日
（
月
）
〜
20
日
（
土
） 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時 

平成１９年４月から 

『口座振替領収証書』 

　の発行を省略します！ 

行財政改革のひとつとして、事務の 

コスト削減を図るため、平成１９年４月から 

口座振替領収証書の発行は省略させていただきます。 

口座振替状況については、預・貯金通帳で確認をお願いします。 

くわしくは、担当課・係までお問い合わせください。 

市・県民税（特別徴収を除く） 

軽自動車税 

固定資産税・都市計画税 

国民健康保険税 

農業集落排水施設使用料 

保育料 

介護保険料 

住宅使用料 

住宅新築資金等貸付金 

２３－５５３０ 

２３－５５９１ 

２３－５５０８ 

２３－５６４５ 

２３－５５２１ 

２３－５５０４ 

対 象 種 目 担 当 課 ・ 係 電話番号 

税 　 務 　 課 

市　民　税　係 

資　産　税　係 

国　保　税　係 

企 画 管 理 係 

福 祉 児 童 係 

高 齢 障 害 係 

市 営 住 宅 係 

管 理 調 整 係 

下　水　道　課 

社 会 福 祉 課 

健 康 福 祉 課 

住 宅 対 策 課 

市
議
会
議
員
選
挙 

和
歌
山
県
知
事
選
挙 

●
問
い
合
わ
せ 

　
御
坊
市
選
挙
管
理
委
員
会 

　
℡
２
３
・
５
５
２
３ 

ご理解・ご協力お願いします 

省 略 
印 

広報ごぼう



（５） 平成18年12月

広報ごぼう

御坊市成人式の 
　ご　案　内 
御坊市成人式の 
　ご　案　内 
御坊市成人式の 
　ご　案　内 

■
日
時 

　
１
月
７
日
（
日
） 

　
午
前
10
時
30
分
〜
（
受
付 

10
時
〜
） 

 

■
会
場 

　
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

 
■
対
象
者 

　
Ｓ
61
年
４
月
２
日
〜
Ｓ
62
年
４
月
１
日
生 

 

★
市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
に
は
、
12  

　
月
初
旬
に
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。 

　
学
生
等
で
市
外
に
在
住
し
て
い
て
、
参
加 

　
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
15
日
（
金
） 

　
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

■
新
成
人
『
誓
い
の
言
葉
』 

　
発
表
者
　
１
〜
２
名 

（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
） 

 

■
式
典
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る 

　
新
成
人
の
方
（
若
干
名
） 

 

★
12
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
申
し 

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

旧御坊町の町並みを案内する 

『語り部』の育成講座　参加者募集中！！ 『語り部』の育成講座　参加者募集中！！ 『語り部』の育成講座　参加者募集中！！ 『語り部』の育成講座　参加者募集中！！ 

　旧御坊町には、明治から昭和初期にかけて建てられた商店（酒屋・薬屋・金物屋・建具屋など） 
　や住宅が残っています。これらの近代建築は、和様の中にハイカラな意匠（デザイン）を施した 
　ものなど粋な建物が多く見られ、レトロ調な都市の雰囲気を残しています。 
　旧御坊町の歴史や町並みの説明に携わっていただく『語り部』の育成講座を開催します。 
 
■募集人員　約２０名 
 
■申込締切　平成１９年１月１０日（水） 
 
※第１回講座は、一般の方も参加できる町並み見学です。 
　申込み不要で、参加者には記念品のプレゼントがあります。 

●申込み・問い合わせ 

　商工振興課　℡２３－５５３１ 

第４回「スライドでみる御坊の町屋の特色」 

講師：鳴海祥博（県文化財センター文化財建造物課） 

第３回「寺内町の成立と御坊町の時代」 

講師：塩路正（御坊市文化財保護審議会会長） 

第２回「語り部を語る」 

講師：宮川智子（和歌山大学システム工学部助教授） 

第１回「まずは、町並みを見てまわろう」 

講師：山本新平（県教育委員会文化遺産課） 

講 座 内 容 日　時 場　所 対　象 

１月１３日（土） 

午後１時～３時 

１月２７日（土） 

午後１時～３時 

１月２０日（土） 

午後１時～３時 

１月１４日（日） 

午後１時～３時 
中央公民館 

中央公民館 

中央公民館 

市役所前 

駐車場集合 

一般と 

「語り部」志望者 

「語り部」志望者 

「語り部」志望者 

「語り部」志望者 

募

集

中

! !
 

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

　
℡
２
３
・
５
５
２
５ 



平成18年12月 （６）
広報ごぼう

WA
TCHINGWA
TCHINGWA
TCHING
まちかどまちかど

　
野
口
小
学
校
が
、
明
治
９
年
安

楽
寺
を
仮
校
舎
と
し
て
成
仁
小
学

校
と
し
て
創
立
以
来
、
今
年
で
１

３
０
周
年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
て
、

11
月
８
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
式
典
の
あ
と
、
公
開
授
業
が
行

わ
れ
、
地
元
の
方
が
講
師
と
な
っ
て
、

「
民
話
」
や
「
昔
の
遊
び
」、「
昭
和

28
年
の
水
害
」、「
戦
争
」
な
ど
の
授

業
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
、
地

域
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
、
地
域
の
方
や
保

護
者
の
方
も
参
加
し
て
「
収
穫
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
焼
き
イ
モ
を

食
べ
た
り
、
児
童
た
ち
が
用
意
し

た
ゲ
ー
ム
や
出
し
物
を
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。 

地域の人と楽しくお祝い 地域の人と楽しくお祝い 

走って、跳んで、体力年齢チェック！ 走って、跳んで、体力年齢チェック！ 
～体力年齢測定会～ 

～野口小学校創立１３０周年記念式～ 

　
10
月
29
日
、
体
力
年
齢
測
定

会
（
御
坊
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設

立
準
備
委
員
会
主
催
）
が
御
坊

小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
小

学
生
か
ら
80
代
の
方
ま
で
約
80

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
体
力
の
自
信
の
あ
る
人
も
、

な
い
人
も
、
自
分
の
結
果
に
一

喜
一
憂
し
な
が
ら
上
体
起
こ
し

や
反
復
横
と
び
、
20
ｍ
シ
ャ
ト

ル
ラ
ン
と
い
っ
た
種
目
を
順
番

に
行
い
、
自
分
の
体
力
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
に
は
後
日
、
体
力
ア

ッ
プ
に
む
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

と
い
っ
し
ょ
に
く
わ
し
い
体
力

診
断
結
果
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。 

な
る
ひ
と 
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10
月
24
日
〜
11
月
26
日
、
図
書

館
で
市
内
の
幼
稚
園
児
の
絵
を
展

示
し
た
「
第
14
回
本
を
よ
ん
で
絵

を
か
こ
う
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
を
読
ん
で
印
象
に
残
っ
た
こ

と
を
絵
に
表
現
す
る
こ
と
で
、
小

さ
い
と
き
か
ら
本
を
好
き
に
な
っ

て
も
ら
お
う
と
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
期
間
中
は
多
く
の
来
館
者

が
園
児
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
絵
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
園
児
た
ち
も
見
学
に
訪
れ
、

自
分
た
ち
の
作
品
を
見
た
り
、
図

書
館
の
職
員
か
ら
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。 

本をいっぱい読んでね 本をいっぱい読んでね 

万が一に備えて 万が一に備えて 
～名田小学校で防災訓練～ 

～本をよんで絵をかこう展～ 

　
11
月
１
日
、
名
田
小
学
校
で

御
坊
市
消
防
本
部
の
指
導
・
協

力
の
も
と
、
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
最
初
に
、
理
科
室
か
ら
火
災

が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
避
難

訓
練
を
行
い
、
児
童
た
ち
は
、

先
生
の
誘
導
に
し
た
が
っ
て
す

ば
や
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
避
難
し

ま
し
た
。 

　
そ
の
あ
と
、
消
防
車
や
救
急

車
を
見
学
し
た
り
、
火
災
の
と

き
の
煙
を
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ー
ン

で
体
験
し
た
り
、
起
震
車
で
地

震
の
揺
れ
を
体
験
す
る
な
ど
災

害
が
お
こ
っ
た
と
き
の
様
子
を

学
び
ま
し
た
。 
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御坊少年少女合唱団 

　昭和55年５月に結団以来27年目をむかえまし
た。現在、小学１年生から中学１年生 35名で活
動しています。 
　歌好き、合唱好き、舞台好きのメンバーが元
気よく集まってきて、練習はとても楽しくにぎ
やかです。楽譜が読めなくても、楽器が演奏で
きなくても、みんなで歌っているうちになんと

なく歌えてしまいます。学校、学年をこえたお
友達もたくさんできます。 
　12／ 10（日）には、市民文化会館で「プラハ・
バロック合奏団」の方々との共演、12／ 24（日）
には「クリスマス大合唱の夕べ」にも出演します。
たくさんの皆様に聴いていただきたいです。 
　一緒に歌う仲間お待ちしています。 

 
 
 
 
 
　10月 15日、堺市の大浜公園相撲場で世界相撲
選手権大会が行われました。世界相撲協会に頼
まれて、同時通訳として参加してきました。 
　私はロシア語しか通じないウクライナの選手
と一緒になりました。私は英語と日本語しか話
せないので心配しましたが、女子のダヴィドコ 
オリガ選手（182cm 130kg）が少し英語ができた
ので、英語とジェスチャーでコミュニケーショ
ンすることができました。 
　その日仕事しながら、あちこちで国際交流や
友情を感じました。それは、言葉ではなく相撲
でできたと思います。例えば、同志社大学の相
撲部員が、一生懸命カザフスタンの選手に「つ
っぱり」の稽古をしている時、そのカザフスタ
ンの選手は日本語を理解できなくても「つっぱり」
を体で理解できたと思います。それを見て、私
はとても感動しました。堺市の市長さんは「国
と地域を越えた交流と親睦がより一層深まるこ
とを御期待申し上げます。」と言いましたが、そ
のとおりになったと思います。 
　私が世話をしたウクライナの選手で女子個人
戦軽量級優勝のボイコウ　アリナ選手にはとて
も衝撃的な発言をされました。「アメリカ人の男 

 
 
 
 
 
 
 
 
子が好きだ」と言われたのです。隣に座ってい
たオリガ選手に「彼女はどうですか？」と聞か
れて、私は本当にビビッてしまいました。私よ
り強い女の子に告白されたことがないので、恐
かった！私の反応を見たウクライナの男子選手
達は大笑いしたので、冗談とわかりました。冗
談だったから、よかった！ 
　個人戦の決勝戦の時に、ロシア出身の露鵬と
モンゴル力士２人が登場して、会場全体が大興
奮になりました。無差別級の決勝戦は日本とロ
シア。私は日本を応援しましたが、ロシアが優
勝しました。 
　勝負が終わって、お互い丁寧に礼をしている
のを見て、私は今月のテーマ「相撲で 1つの世
界へ」がひらめきました。最近、アメリカと日
本はロシアや中国と北朝鮮の核実験や経済制裁
の問題で対立していますが、その日は国際問題
と関係なく、世界中から集まった 34カ国の選手
達は土俵で全力を出し尽し、相撲で「平和な世界」
をアピールしてくれました。 

●集　合　毎週土曜日　午後２時～４時 

●場　所　勤労青少年ホーム 

●連絡先　洲　 ℡２２－３３９６　藤川 ℡２４－３０５０ 

花
ま
る
サ
ー
ク
ル

花
ま
る
サ
ー
ク
ル 

花
ま
る

花
ま
る
サ
ー
ク
ル 

◯ 8383◯ 
マイクの花まるエッセイ マイクの花まるエッセイ マイクの花まるエッセイ ⑯ 

マ
イ
ク（
中
央
）と
世
界
相
撲
選 

手
権
出
場
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
選
手 

～相撲で一つの世界へ～ 
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お
か
あ
さ
ん
　
い
つ
も 

お
り
ょ
う
り
　
つ
く
っ 

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。 

ま
た
　
ハ
ン
バ
ー
グ
　 

つ
く
っ
て
ね
。わ
た
し
も 

お
て
つ
だ
い
す
る
ね
。 

い
つ
も
　
い
っ
し
ょ
に 

あ
そ
ん
で
く
れ
る
　
お 

も
し
ろ
い
パ
パ
が
だ
い 

す
き
。
パ
パ
の
や
き
ゅ 

う
し
て
い
る
と
こ
ろ
も 

ま
た
　
み
に
い
く
ね
。 

おかあさん、あのね… おとうさん、あのね… 

とめき　かおり ちゃん（６さい） たなか　とらのすけ くん（５さい） 

浦越　有未さん　塩屋小６年 

はこぶね幼稚園の巻 ◯ 57

　
私
の
夢
は
、
病
院
の
先
生
に
な
っ

て
、
医
療
の
行
き
届
い
て
い
な
い
国

に
行
っ
て
、
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る

大
勢
の
人
々
の
役
に
立
つ
こ
と
で
す
。 

　
私
が
こ
の
夢
を
持
っ
た
の
は
、
テ

レ
ビ
で
見
た
「
日
本
の
医
療
技
術
が

あ
れ
ば
治
る
病
気
で
、
大
勢
の
人
々

が
亡
く
な
っ
て
い
る
国
が
あ
り
ま
す
」

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
の
言
葉
が
き
っ
か

け
で
す
。 

　
私
の
手
で
一
人
で
も
多
く
の
命
を

救
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

医療の行き届いていない国で 
　多くの命を救ってあげたい！ 

岡本　香奈子さん（島・２３歳） 

　
昨
年
の
３
月
か
ら
ヤ
ナ
セ
製
材
の
リ
フ
ァ
イ
ン
御
坊 

　
で
働
い
て
い
ま
す
。
ま
ち
を
ウ
ロ
ウ
ロ
走
り
ま
わ
っ 

　
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
人
と
話
を
す
る
の
が
好
き
な 

　
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
!! 

☆
家
族 

　
父
・
母
・
祖
母
、
そ
し
て
も
う
す
ぐ
結
婚
す
る
兄
の 

　
に
ぎ
や
か
な
５
人
家
族
で
す
。 

☆
趣
味 

・
ド
ラ
イ
ブ
＆
写
真
（
暇
さ
え
あ
れ
ば
、
カ
メ
ラ
片
手 

　
に
ド
ラ
イ
ブ
し
て
ま
す
。） 

・
お
菓
子
作
り
（
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、
レ
モ
ン
パ
イ
は
友 

　
人
に
好
評
で
し
た
。） 

☆
今
や
っ
て
み
た
い
こ
と 

　
部
屋
の
模
様
替
え
。 

☆
今
一
番
欲
し
い
も
の 

　
車
!! 

☆
御
坊
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と 

　
近
く
に
海
・
山
・
川
ｅ
ｔ
ｃ
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
ア 

　
ウ
ト
ド
ア
好
き
に
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。
自
然
を
い
つ 

　
ま
で
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
〜
!!
 

うらごし ゆう み 

おかもと か   な   こ 

みんなのサロン みんなのサロン 



メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
克

服
を
目
指
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ

ん
か
？

■
日
時

12
月
６
日
〜
２
月
21
日

毎
週
水
曜
日
（
12
月
27
日
、
１
月

３
日
を
除
く
）
合
計
10
回

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
場
　
所
　
河
南
中
学
校
体
育
館

■
対
　
象
　
20
歳
以
上
の
方

（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
定
　
員
　
先
着
30
名

■
会
　
費
　
５，

０
０
０
円

■
指
導
者
　
南
由
佳
先
生
（
日
本
体

育
協
会
公
認
指
導
者
）

※
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル（
身
長
１
６
５
㌢

未
満
の
人
は
は
直
径
55
㌢
、
１
６

５
㌢
以
上
の
人
は
は
65
㌢
の
ボ
ー

ル
）を
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
担
当
）

℡
２
３
・
５
５
２
５

体
験
教
室

し
め
縄
を
作
ろ
う
！

■
日
時

12
月
23
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時
（
予
定
）

■
場
所

歴
史
民
俗
資
料
館
　
研
修
室

■
参
加
費
　
無
料

■
定
　
員
　
先
着
25
名

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
の
方
の

同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
受
付

12
月
９
日
（
土
）
〜

（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
休
館
日
で

も
受
付
で
き
ま
す
。）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

歴
史
民
俗
資
料
館

℡
＆

２
３
・
２
０
１
１

※
開
館
日

火
・
木
・
土
・
日
・
祝
日

■
テ
ー
マ

交
通
安
全
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
自
由

〈
重
点
テ
ー
マ
〉

・
運
転
マ
ナ
ー
の
向
上

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
着
用
の
徹
底

■
応
募
資
格

県
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
方

■
応
募
区
分

○
子
供
の
部
（
小
・
中
学
生
）

○
高
齢
者
の
部
（
Ｈ
19
年
１
月
15
日

現
在
で
満
65
歳
以
上
）

○
一
般
の
部
（
子
供
の
部
、
高
齢
者

の
部
以
外
）

■
募
集
締
め
切
り

平
成
19
年
１
月
15
日
（
必
着
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
６
４
０
‐
８
５
８
５

（
住
所
記
載
不
要
）

和
歌
山
県
庁

県
民
生
活
課
交
通
安
全
班

℡
０
７
３
（
４
４
１
）
２
３
５
０

Ｅ
メ
ー
ル

e0313001@
pref.w

akayam
a.lg.

jp
「
広
報
ご
ぼ
う
」

有
料
広
告
募
集
中

■
広
告
掲
載
料
（
１
枠
）

１
万
円

■
広
告
の
寸
法
（
１
枠
）

タ
テ
46
㍉
×
ヨ
コ
85
㍉

〈
１
回
最
大
２
枠
ま
で
）

■
申
込
み
方
法

申
込
書
に
掲
載
希
望
す
る
原
稿
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
要
綱
第
２
条
に
該
当
す
る
場

合
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
広
報
広
聴
係

℡
２
３
・
５
５
３
６

平成18年12月

広報ごぼう
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

広
　
　
告

募
　
　
集

御坊市中央通り７丁目（国道42号線沿い） 
TEL 22－2326（代表）  FAX 22－1734

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
業

御
坊
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室

参
加
者
募
集
中

FAX

平
成
19
年
度

交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

募
集
中

１２月１日～１２月１０日 
 

年末の交通事故防止県民運動 

◎子どもと高齢者を交通事故から守りま 
　しょう。 
◎シートベルト、チャイルドシートは正 
　しく着用しましょう。 

焼肉専門店 
黒毛和牛 
豚 

焼　肉 

御坊市薗 3 3 9 - 4 
（市役所前） 

TEL ２４－２１５６ 
※厳選ブランド豚（イベリコ豚等） 
　使用 
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親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
大
切

に
！
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
！

出
前
親
子
教
室
『
ぐ
る
ん
ぱ
』

■
日
時

12
月
15
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
11
時

■
場
所
　

野
口
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ

■
内
容

ふ
れ
あ
い
遊
び
、
大
型
絵
本
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
楽
器
で
遊

ぼ
う
な
ど

■
対
象
　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
の
方

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
４
８
２
８

【
展
示
の
部
】
書
道
・
手
芸
・
短

歌
・
華
道
・
陶
芸
・
農
園
・
園
芸

■
日
時

・
12
月
８
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
12
月
９
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
・
展
示
室

【
茶
道
の
部
】
茶
会
（
無
料
）

■
日
時

12
月
９
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

市
民
文
化
会
館
２
階
和
室

【
発
表
の
部
】
歌
謡
・
舞
踏
・
コ

ー
ラ
ス
・
運
動
・
民
謡
・
大
正
琴

■
日
時

12
月
９
日
（
土
）

午
前
11
時
30
分
開
場

午
後
０
時
開
演

午
後
３
時
30
分
終
了
予
定

■
場
所

市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ

御
坊
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
２
２
・
５
４
９
０

催
　
　
し

第
30
回
御
坊
市
民
大
学

「
は
ま
ぼ
う
学
園
」
学
園
祭

満４周年を迎えました！ 
 
　陽だまりサロン　 

シャベローゼ 
　地域のみなさんやボランティアの方に支え 
られ、１２月１日で満４周年を迎えることが 
できました。今後も皆さんに喜んでいただけ 
るよう取り組んでいきます。 
　１２月は、クリスマスイベント・新春用寄 
せ植え教室を計画しています。 
　くわしくは、お問い合わせください。 

陽だまりサロン　シャベローゼ 
　住所　薗２７０番地 
　TEL　２２－３５３１ 
　営業　月曜日～土曜日 
　　　　午前９時～午後６時 

いざというときのために受講しませんか？ 

普 通 救 命 講 習 会 

■日　時　12月10日（日）午後６時～９時 

■内　容　心肺蘇生法、止血法、ＡＥＤの 
　　　　　使用法など 

■場　所　御坊市消防本部 

■定　員　先着15名 

■受講料　無料 

■申込み・問い合わせ 
　　消防署救急救助課　℡２２－０８００ 

地域の公庫、「身近なこくきん」！ 

「新企業育成貸付」 「新創業融資制度」 
「第三者保証人等を不要とする融資」　など 
“小企業金融の専門店”として、創業、第二創業をはじめ、国の政策 

目的に沿った事業資金融資で、中小企業の皆さまを応援しています。 

〔 ご相談 ・お問い合わせは 〕 

〒646-0031 田辺市湊1666番地の８ 
℡ 0739-22-6120　FAX 0739-22-6857

田辺支店　までお気軽に！ 国民生活金融公庫 

日高港入港 2007.1.3日高港入港 2007.1.3祝!祝!祝!
クルーズ客船 

〒644-0012 和歌山県御坊市湯川町小松原410-1 
ＴＥＬ：０７３８－２４－１１１０ 
ＦＡＸ：０７３８－２４－１７００ 
ＨＰ：http://www.chukibus-group.co.jp

ふじ丸 
日高港入港 2007.1.3

バスの旅からクルーズの旅まで・・・



◎
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

15
年
４
月
１
日
の
間
に
、
戦
傷

病
者
と
し
て
増
加
恩
給
、
傷
病
年

金
、
特
例
傷
病
恩
給
、
障
害
年
金

な
ど
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方

と
婚
姻
を
し
た
妻
の
方

■
請
求
期
限

平
成
21
年
９
月
30
日

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
時
効
に

よ
り
権
利
が
消
滅
し
ま
す
の
で

お
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

※
請
求
手
続
き
な
ど
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

℡
２
３
・
５
６
４
５

戦
傷
病
者
の
妻
の
方
々
に

特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い

ま
す

こ
の
特
別
給
付
金
は
、
戦
傷
病
者
を

永
年
介
護
さ
れ
て
き
た
奥
様
の
ご

労
苦
に
対
し
、
国
と
し
て
慰
藉
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
戦
傷
病
者

の
奥
様
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象

◎
戦
傷
病
者
の
方
が
、
平
成
18
年

10
月
１
日
に
、
増
加
恩
給
、
傷

病
年
金
、
特
例
傷
病
恩
給
、
障
害

年
金
等
を
受
け
て
い
る
場
合
、

そ
の
妻
の
方

◎
戦
傷
病
者
の
方
が
、
平
成
５
年
４

月
１
日
（
又
は
平
成
８
年
10
月

１
日
）
以
降
平
成
15
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
、
一
般
の
怪
我
や

病
気
で
死
亡
（
平
病
死
）
さ
れ
た

場
合
、
ま
た
は
公
務
傷
病
や
勤
務

関
連
傷
病
で
死
亡
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
妻
の
方

◎
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

15
年
４
月
１
日
の
間
に
、
夫
が

戦
傷
病
者
と
し
て
、
増
加
恩
給
、

傷
病
年
金
、
特
例
傷
病
恩
給
、

障
害
年
金
な
ど
の
受
給
権
を
取

得
し
た
場
合
、
そ
の
妻
の
方
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

広
　
　
告

御坊市文化協会 
御坊まちかどミュージアム 

ひなげし会 
１１月２９日（水）～１２月２６日（火） 

紀陽銀行御坊支店南側ショーウインド 

お
知
ら
せ

人権相談所　開設します。 

　　１２月４日（月） 
　　午前１０時～午後３時 
　　福祉センター３階 

※相談員　下記の人権擁護委員と法務局職員 
※人権問題やいろいろな困りごとでお悩みの方は、お気軽にご相談ください。 
※人権相談は、人権擁護委員の自宅および法務局（TEL２２－０３３５）でも 
　常時相談を受けています。相談は無料でむずかしい手続きはいりません。 

人
権
週

人
権
週
間 

12
月
４
日
〜

月
４
日
〜
10
日 

人
権
週

人
権
週
間 

12
月
４
日
〜

月
４
日
〜
10
日 

人
権
週
間 

12
月
４
日
〜
10
日 

育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
人
権
意
識 

〜
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜 

人権擁護委員 

姫 浦　美 博 

柿 木　幸 美 

津 本　宗 禎 

田 中　好 美 

平 岡　弘 乗 

天 野　孝 二 

岩 田　和 代 

住　　所 

名田町楠井 

熊野 

薗 

塩屋町北塩屋 

湯川町富安 

薗 

藤田町藤井 

電　　話 

２９－２１１７ 

２２－２９７３ 

２２－３４５１ 

２２－４６７５ 

２２－５６２９ 

２２－００７４ 

２２－１３６３ 

協同 
組合 
営 業 本 部　〒644-0041　日高郡美浜町田井419番地 
　　　　　　　TEL.0738-32-2266  FAX.0738-32-2267 
阪南展示場　〒599-0222　阪南市桑畑559-6桜ヶ丘住宅地内 
　　　　　　　TEL.0724-72-7725  FAX.0724-72-7750

http://www.k-sanchoku.com
0120-58-2267

（営業本部） 

紀州産直住宅 
KISHU HOUSE

ホームページホームページ 
更新しています。 
ホームページホームページ 
更新しています。 
ホームページ 
更新しています。 
『施工物件追加中』 

株式会社 

・設　計：道路・橋梁・河川・トンネル・鉄道・港湾 
　　　　　空港・上・下水道・都市計画・土地造成 
・調　査：地質調査・騒音・振動・大気・水質・環境アセスメント 
　　　　　波浪及漂砂・水理計算・交通計画・交通解析 
・測量全般　　　　　　・建築設計及び監理・建物調査 
・施工計画・監理 

東光コンサルタンツ 

業
務
内
容 

和歌山営業所 
〒643-0024 
大阪支店 
〒550-0005 
URL :  h t tp : / /www.tokoc.co . jp

和歌山県有田郡有田川町水尻1131-7 
TEL 0737-52-7146  FAX 0737-52-7149 
大阪市西区西本町1丁目3番15号  大阪大建ビル2F 
TEL 06-6541-7782  FAX 06-6541-7722

QS Accreditat ion
MSA-QS-317 R023

ISO   9001：2000



●
不
法
滞
在
外
国
人
と
は

・
正
規
の
旅
券
で
日
本
に
入
国
後
、

在
留
期
限
を
越
え
て
不
法
に
滞

在
（
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
）
し
て

い
る
外
国
人

・
他
人
名
義
の
旅
券
で
、
日
本
に

不
法
入
国
し
て
滞
在
し
て
い
る

外
国
人
　
　
　
　
　
な
ど
で
す
。

●
増
加
す
る
外
国
人
犯
罪

警
察
で
は
、
不
法
滞
在
外
国
人

が
各
種
犯
罪
を
誘
発
さ
せ
て
い

る
こ
と
か
ら
取
締
り
を
強
化
し
、

平
成
17
年
中
、
全
国
で
約
１
万

２
千
人
の
不
法
滞
在
外
国
人
を

確
定
申
告
に
必
要
な

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

老
齢
ま
た
は
退
職
年
金
を
受
け

て
い
る
方
は
１
月
下
旬
に
「
源
泉
徴

収
票
」
が
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
確
定
申
告

す
る
と
き
に
、
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
受

給
者
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

公
的
年
金
は
一
生
涯
保
障

公
的
年
金
は
、
生
き
て
い
る
限

り
一
生
涯
保
障
の
年
金
で
す
。

今
年
20
歳
に
な
ら
れ
た
方
が
、

60
歳
ま
で
40
年
間
納
付
し
て
、
65

歳
か
ら
87
歳
ま
で
受
給
し
た
場
合
、

納
め
た
保
険
料
の
1.7
倍
以
上
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
60
歳

か
ら
の
平
均
余
命
27
年
で
計
算
）

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
　

℡
２
３
・
５
５
０
０

検
挙
し
ま
し
た
。

●
国
際
テ
ロ
情
勢

過
去
に
は
、
国
際
テ
ロ
組
織
幹

部
が
偽
造
旅
券
で
入
出
国
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
不
法

滞
在
者
の
中
に
は
、
テ
ロ
リ
ス

ト
が
ア
ジ
ト
を
作
っ
て
い
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

「
変
だ
な
、
お
か
し
い
な
」
と

思
っ
た
と
き
は
、
交
番
・
駐
在

所
・
御
坊
警
察
署
（
℡
２
３
・

０
１
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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不
審
な
人
物
は
い
ま
せ
ん
か
？

や
め
よ
う

不
法
滞
在
・
不
法
就
労

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん 

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん 

ね
ん
き
ん 

　
12
月
21
日
（
木
） 

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

○
市
役
所
４
階
西
会
議
室 

○
要
相
談
予
約
／ 

　
田
辺
社
会
保
険
事
務
所
ま
で 

　
℡
０
７
３
９（
２
４
）０
４
３
５ 

年

金

相

談 

市税収入、税負担の公平 
　　　　　　確保のために 
～和歌山地方税回収機構の活動～ 

「和歌山地方税回収機構」は、処理の難しい 

市町村税の滞納整理を専門に行うため、県内 

の全市町村が参加して今年の４月に設立され 

ました。 

 

徹底した財産調査や差押えなど厳正な滞納処 

分を行った結果、5.5億円（１０月末現在）の 

徴収金が確保されるなど効果をあげています。

 

今後も、財産の差押えや差押えた不動産の公 

売など更に滞納処分を進めていきます。 

 

本市においても、税収の確保と税負担の公平 

確保のために、積極的に機構を活用していく 

予定にしています。 

 

市民の皆さまも納期内納税をお願いします。 

１２月は 

県・市町村・和歌山地方税回収機構合同 

滞納整理強化月間です。 

 

　■税務課　℡２３－５５０４ 

気象情報や行政からのお知らせなど

防災行政無線の放送内容が
電話で確認できます！

℡２２―９９９０

関西電力 和歌山支店 TEL.073-463-0604 ■受付時間/平日 AM9:00～PM5:00

安全を守り、地域社会に貢献する。それが、私たちの使命です。 
植樹活動 

植樹活動を通じ、地 

域のみなさまと協力 

しながら「みどり」 

を守り育てることの 

大切さを伝えていま 

す。 

こども110番 
地域のこどもの安全 

を守る「きしゅう君 

のいえ」、「きしゅう 

君のくるま」に参加 

しています。 

電気設備の点検 
文化財や一人暮らし 

のお年寄り宅の電気 

設備の点検と改修を 

実施しています。 
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昭
和
23
年
、
名
田
町
上
野
に
生
ま
れ
、
日
高

高
校
か
ら
大
阪
大
学
工
学
部
原
子
力
工
学
科
に

進
学
、
昭
和
54
年
に
は
工
学
博
士
を
取
得
。 

　
原
子
力
の
平
和
利
用
、
核
不
拡
散
、
原
子
炉

の
安
全
性
向
上
、
放
射
性
廃
棄
物
の
核
変
換
（
消

滅
処
理
）
等
の
原
子
力
科
学
技
術
の
研
究
・
開

発
に
お
い
て
多
大
な
功
績
を
挙
げ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。 

　
現
在
は
、
東
京
工
業
大
学
原
子
炉
工
学
研
究

所
助
教
授
と
し
て
、
後
進
の
指
導
に
あ
た
る
と

と
も
に
、
国
の
関
係
機
関
等
の
各
種
委
員
会
委

員
に
就
任
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
国
際
原
子
力

機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
核
不
拡
散
に
関
す
る
諮

問
委
員
会
で
議
長
を
務
め
る
な
ど
国
際
的
に
も 

          

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
15
年
か
ら
は
、
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
（
世
界

最
高
水
準
研
究
教
育
拠
点
）
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
世
界
の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
原
子
力
）

に
従
事
し
、
21
世
紀
に
お
け
る
人
類
の
生
存
基

盤
を
脅
か
す
地
球
規
模
の
危
機
で
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
危
機
、
地
球
環
境
問
題
、
核
拡
散
問
題
等

に
対
し
、
原
子
力
の
科
学
技
術
を
基
に
し
て
そ

の
解
決
戦
略
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
の
新
し
い
原
子
力
が
未
来
の
人
類
文
明
に
対

し
て
ど
う
貢
献
す
る
か
を
テ
ー
マ
に
、
日
々
研

究
に
励
ま
れ
て
い
ま
す
。 

  

　
私
が
、こ
の
よ
う
な
大
変
重
い
賞
を
い
た
だ
き

本
当
に
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
気
持
ち
で
す
。 

　
中
学
時
代
の
先
生
の
「
夜
の
星
を
見
て
ご
ら

ん
、
今
見
て
い
る
星
は
、
何
年
も
前
の
過
去
の

姿
だ
よ
」
と
い
う
一
言
が
、
私
の
原
子
力
研
究

へ
の
扉
を
開
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
も
研
究
に
励
む
と
と
も
に
、機
会
が
あ
れ

ば
地
元
に
戻
っ
て
き
て
、若
い
人
た
ち
の
可
能
性

を
引
出
す
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。    

　
昭
和
22
年
、
菊
明
会
の
前
身
で
あ
る
生
田
流

筝
曲
の
菊
明
社
が
釜
中
ふ
さ
ゑ
（
菊
明
房
江
）

氏
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
後
、
菊
明
会
と
改
称
、

当
地
方
に
お
け
る
邦
楽
の
普
及
に
多
大
な
功
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
昭
和
63
年
に
日
高
高
校
筝
曲
部
出
身
者
が
中

心
と
な
り
サ
ー
ク
ル
形
式
の
「
筝
曲
研
究
会
　

菊
明
会
」
と
し
て
新
た
な
活
動
を
開
始
、
毎
月

例
会
を
持
ち
、
平
成
３
年
に
第
１
回
菊
明
会
定

期
演
奏
会
を
開
催
し
、
以
後
は
隔
年
に
定
期
演

奏
会
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
ル
ス
パ
イ

オ
ニ
ア
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
ふ
る
さ
と
お

こ
し
「
日
高
地
方
文
化
祭
」
な
ど
数
々
の
イ
ベ

ン
ト
や
式
典
に
出
演
し
、
琴
の
も
つ
魅
力
と
感

動
を
多
く
の
人
々
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
会
員
数
は
20
名
、
年
齢
層
は
10
代
か

ら
60
代
と
幅
広
く
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持
ち
多

忙
な
毎
日
を
送
り
な
が
ら
も
、
技
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
心
も
磨
き
な
が
ら
練
習
を
積
み
重
ね
「
御

坊
の
地
に
琴
の
音
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。 

  
　
私
た
ち
の
活
動
を
お
認
め
い
た
だ
き
、大
変
う

れ
し
く
喜
ん
で
お
り
ま
す
。今
回
の
受
賞
を
機
に
、

初
心
に
帰
り
、
さ
ら
に
精
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
、
会
員
一
同
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
お
り
ま
す
。 

　
来
年
度
、
受
賞
記
念
の
定
期
演
奏
会
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

●
受
賞
の
コ
メ
ン
ト 

●
受
賞
の
コ
メ
ン
ト（
神
田
会
長
） 

き
く
め
い
か
い 

き
く
め
い
か
い 

き
く
あ
き
し
ゃ 

き
く
あ
き
か
い 

 ■
筝
曲
研
究
会
　
菊
明
会 

　
　
　
　
　
　
会
長
　
神
田
　
佐
和
子
（
菊
瓔
　
佐
和
子
） 

■
齋
藤
　
正
樹
　
さ
ん 

そ
う
き
ょ
く

け
ん
き
ゅ
う

か
い 

さ
い
と
う 

ま
さ  

き 

き
く
め
い
か
い 

か
ん 

だ 

き
く
よ
う 

さ   

わ   

こ 

さ   

わ   

こ 

第
７
回
菊
明
会
定
期
演
奏
会
（
日
高
高
校
筝
曲 

部
も
参
加
し
て
開
催
）
【
平
成
16
年
】 

　
市
で
は
、
文
化
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
た
た
え
、
尚
一
層 

の
ご
活
躍
を
願
っ
て
文
化
賞
の
贈
呈
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
、
齋
藤
正
樹
さ
ん
と
筝
曲
研
究
会
　
菊
明
会
が
文
化
賞 

の
栄
に
輝
か
れ
、
11
月
２
日
、
御
坊
市
民
文
化
会
館
で
そ
の
表
彰 

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

文化賞表彰式で左から柏木市長、齋藤氏 
菊明会（神田会長、森川氏、北岡氏） 

御
坊
市
文
化
賞 

受賞おめでとうございます
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「
書
」
　
　
　
野
田
悠
帆
（
富
安
） 

「
写
真
」
　
　
児
玉
有
一
（
日
高
川
町
） 

「
日
本
画
」
　
古
久
保
紀
代
子
（
薗
） 

「
洋
画
」
　
　
本
田
　
笑
（
日
高
町
） 

「
陶
芸
」
　
　
大
堀
由
美
（
美
浜
町
） 

  

「
書
」
　
　
　
久
堀
藍
子
（
印
南
町
） 

「
写
真
」
　
　
阪
村
リ
ツ
子
（
美
浜
町
） 

「
日
本
画
」
　
　
山
み
さ
子
（
南
塩
屋
） 

           

        

「
洋
画
」
　
　
橋
本
亜
矢
子
（
美
浜
町
） 

「
陶
芸
」
　
　
北
垣
信
江
（
日
高
町
） 

  

「
書
」
　
　
　
尾
崎
公
美
（
日
高
川
町
） 

「
写
真
」
　
　
　
岡
正
澄
（
薗
） 

「
日
本
画
」
　
狩
谷
孝
子
（
富
安
） 

「
洋
画
」
　
　
津
本
千
絵
（
御
坊
） 

「
陶
芸
」
　
　
古
曽
　
好
（
由
良
町
） 

   

「
書
」
　
　
　
丸
山
か
な
え
（
美
浜
町
） 

「
写
真
」
　
　
　
川
　
郎
（
薗
） 

「
日
本
画
」
　
鵜
澤
豊
子
（
吉
田
） 

          

「
洋
画
」
　
　
佐
々
木
成
実
（
み
な
べ
町
） 

「
陶
芸
」
　
　
江
川
　
律
（
上
野
） 

  

「
書
」
　
　
　
入
江
淳
石
（
美
浜
町
） 

「
写
真
」
　
　
中
島
成
子
（
財
部
） 

「
日
本
画
」
　
黒
祖
靖
子
（
熊
野
） 

「
洋
画
」
　
　
安
井
淑
子
（
み
な
べ
町
） 

「
陶
芸
」
　
　
日
裏
幸
代
（
印
南
町
） 

  

「
書
」
　
　
　
松
永
星
波
（
印
南
町
）、
松
本
欣 

　
　
　
　
　
　
也
（
日
高
町
）、
齊
由
梨
（
小
松 

　
　
　
　
　
　
原
）、
岡
田
め
ぐ
み
（
日
高
川
町
）、

　
　
　
　
　
　
岡
本
富
溪
（
財
部
）、
市
木
文
子 

　
　
　
　
　
　
（
藤
井
）、
久
保
真
奈
実
（
印
南 

　
　
　
　
　
　
町
）、
船
本
真
理
（
財
部
）
、
斎 

　
　
　
　
　
　
藤
勲
（
上
野
） 

「
写
真
」
　
　
坂
野
進
（
美
浜
町
）、
西
野
里
美 

　
　
　
　
　
　
（
印
南
町
）、
小
池
裕
子
（
美
浜 

　
　
　
　
　
　
町
） 

「
日
本
画
」
　
三
木
啓
子
（
薗
）、
寺
井
た
か
子 

　
　
　
　
　
　
（
富
安
） 

          

「
洋
画
」
　
　
木
村
美
智
子
（
美
浜
町
）、
冨
岡 

　
　
　
　
　
　
大
樹
（
由
良
町
）、
川
合
恵
里
（
小

　
　
　
　
　
　
松
原
）、
前
敏
夫
（
財
部
）、
阪 

　
　
　
　
　
　
本
瑞
穂
（
み
な
べ
町
） 

「
陶
芸
」
　
　
木
村
八
重
美
（
島
）、
尾
花
幸
夫 

　
　
　
　
　
　
（
印
南
町
） 

    

「
書
」
　
　
　
山
本
幸
錦
（
日
高
川
町
） 

「
写
真
」
　
　
小
松
雅
也
（
美
浜
町
） 

「
日
本
画
」
　
木
下
建
子
（
島
） 

「
洋
画
」
　
　
山
下
健
治
（
薗
） 

「
陶
芸
」
　
　
中
野
孝
次
（
南
塩
屋
） 

（
氏
名
敬
称
略
） 

知
事
賞 

　
日
本
画
『
水
車
の
あ
る
風
景
』 
知
事
賞 

　
書
『
虎
關
師
練
の
詩
』 

 

知
事
賞 

市
長
賞 

教
育
委
員
会
賞 

文
化
協
会
長
賞 

市
議
会
議
長
賞 

奨
励
賞 

中
央
公
民
館
長
賞 

　
第
52
回
御
坊
市
美
術
展
が
開
か
れ
、「
書
」「
写
真
」「
日
本
画
」「
洋
画
」「
陶
芸
」
の
部
門
ご 

と
に
、
知
事
賞
を
は
じ
め
各
賞
の
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
、
そ
の
表
彰
式
が
11
月
19
日
、
中
央 

公
民
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

御
坊
市
美
術
展 

先輩方のご指導のおかげで、 
このたび栄誉ある賞をいただ 
くことができました。これか 
らも頑張って描いていきたい 
と思います。 

古久保　紀代子さん 

高校１年のときから３回目の出品 
になりますが、受賞できるとは思 
ってもいなかったので、聞いたと 
きは大変うれしかったです。 

野田　悠帆さん 

【
無
監
査
の
部
】 

【
一
般
の
部
】 

受賞おめでとうございます
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予
防
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は 

「
手
洗
い
」「
う
が
い
」「
加
湿
」「
抵
抗
力
」 

〜
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
〜 

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴 

　
・
急
に
高
熱
が
出
て
頭
痛
、
全
身
の
だ
る
さ
な
ど
が
現
れ
る
。 

　
・
子
ど
も
や
高
齢
者
は
抵
抗
力
が
弱
く
、
重
症
化
し
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
。 

　
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染
症
。 

　
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
は
湿
度
に
非
常
に
弱
い
。 

 

◎
一
番
の
予
防
は
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
。 

 

◎
日
常
生
活
で
の
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は 

　
●
外
出
先
か
ら
戻
っ
た
ら
、
せ
っ
け
ん
で
手
を
洗
い
、
う
が
い
を
す
る
。 

　
●
外
に
出
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
人
ご
み
を
避
け
る
。 

　
●
適
度
な
温
度
と
湿
度
を
保
つ
。 

　
●
三
食
き
ち
ん
と
食
べ
、
睡
眠
を
十
分
に
と
っ
て
、
抵
抗
力
を
つ
け
る
。 

　 ◎
か
か
っ
た
か
な
？
と
思
っ
た
ら 

　
●
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
。 

　
（
現
在
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
直
接
作
用
し
て
効
果
を
発
揮
す
る
薬 

　
　
が
あ
り
ま
す
。
発
病
し
て
48
時
間
内
に
使
い
始
め
る
と
効
果
的
で
す
。
） 

　
●
安
静
に
す
る
。 

　
●
水
分
を
十
分
に
と
る
。 

　
●
消
化
の
良
い
も
の
を
食
べ
る
。 

　
●
保
温
を
す
る
。 
◎１２月　５日（火） 

◎１２月１０日（日） 

◎１２月１９日（火） 

◎１２月２３日（土） 

◎１２月２７日（水） 

～年末は、血液が不足しがちになります～ ～１２月１日は世界エイズデー～ 

にご協力を！！ エイズについて誤解や偏見はありませんか？ 

「今はパートナーが１人だから大丈夫」と思ってい 

ませんか？エイズは感染してから平均１０年は気 

づかないので、それぞれの過去のパートナーがみ 

んな関係してきます。 

 

しかし、エイズは感染力が弱く、きちんと予防す 

れば感染することはありません。 

 

★予防のポイント 

　①　無防備な性交をしない。 

　②　他人の血液には直接触れない。 

　③　注射器や注射針は絶対に共有しない。 

 

 

　　　　　　　「エイズを正しく理解して、誤解 

　　　　　　　や偏見による差別に反対する」 

　　　　　　　というシンボルです。 

献血 

ほけんだより ほけんだより ほけんだより 申込み・問い合わせ　健康福祉課健康増進係　℡２３－５６４５ 

１０:００～１２:００ 関西電力営業所 

市役所前 
１０:００～１２:００ 
１３:００～１６:００ 

御坊商工会館 
１０:００～１２:００ 
１３:００～１６:００ 

ロマンシティ 
１０:００～１２:００ 
１３:１０～１６:００ 

ロマンシティ 
１０:００～１２:００ 
１３:１０～１６:００ 

レッドリボン 
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｢ちびくまのプレゼント｣ 
　　　　　　　　キャサリン・アリソン 

　京都と東京、二つのみやこの違いとは。 
東京生まれの著者が、都会を愛しなが
らも京に惹かれてしまう理由を、言葉、
料理、節約、贈答、祭、土産など、さ
まざまな視点から考察する。愛と困惑
の都市論。 

図書館だより 
TEL22－0441 
開館９時30分～17時30分 

☆と　き　　12月10日（日）午後２時～ 
☆ところ　　中央公民館３階会議室 
☆募　集 　　20人（５歳～小学３年生） 
☆申込み　　市立図書館　℡２２－０４４１ 
　　　　　　＊12月１日から受付開始 

☆用意するもの　はさみ・のり・セロハンテープ 
　　　　　　　　クレヨン（色えんぴつ等） 

今月の新着図書は、 
１日・10日に並びます。 

12月の休館日 

おすすめ花まる本 おすすめ花まる本 おすすめ花まる本 
「都と京（みやこ）」　　　 

　　　　　　　　　　　　 酒井　順子 

　チョちゃんこと黒柳朝さんと、トッ
トちゃんこと、黒柳徹子さん親子の初
めての母娘対談。95歳を迎えても自分
らしさを失わないチョちゃんが、徹子
さんの誕生から、戦争、子育てなど、
いつまでも自分らしく若々しく自由に
楽しく暮らすコツを語っている。 

「チョッちゃんは、もうじき１００歳」 

　　　　　　　　　　　　　 黒柳　朝 

さか い じゅんこ 

くろやなぎ ちょう 

　家事力が上がれば人生がもっとステ
キで楽しいものになる！公私に於いて
家事力アップを追究する２０代～５０
代のライターたちが、男のための家事
力の極意を、日常生活の様々なシーン
から、独断と偏見で紹介。 

｢男の家事力５０の格言｣　 
　男の家事力を高める会　企画・構成 

　自由な発想による干支画や、富士山、
鯛などのおめでたい絵や、牛蒡、蛸な
ど身近な題材を生かした年賀状に、思
わず吹き出す新年のメッセージを自分
の言葉や絵で送れたら愉快だろう。ユ
ーモアにあふれ、心温まる絵手紙年賀
状の作例集。 

「ユーモア絵手紙年賀状」　　 

　　　　　　　　　　　　　 青野　健 

みず の じ ろう 
｢おおきなクリスマスツリー｣ 

　　　　　　　　　　　　　水野　二郎 

　ある日、ちびくまは母さんが出かけ
ている間に、びっくりプレゼントを用
意します。喜んだ母さんが、おかえし
にくれたすてきなプレゼントとは･ ･ ･？
ふわふわのちびくまやちびうさぎたちに、
さわってあそべる、あたたかなどうぶ
つ絵本。 

　森のおじいさんは、今年のクリスマ
スに特別の計画をたてました。「うん、
うん。これには、きっとみんなびっく
りするぞ。」ひとりごとを言いながら、
なにやらとてもうれしそう。おじいさ
んと森の動物たちの心温まるお話です。 

　カタカナとひらがなを使って、英語
の正しい発音を表した「魔法のカナ」
を読むだけで、びっくりするほど、英
語らしい発音ができる。まるちゃんと
一緒に、通じる発音を目指してがんば
りましょう！ 

｢ちびまる子ちゃんの英語教室｣ 
　　　　　　　　　　　さくら　ももこ 

日 月 火 水 木 金 土 
     １ ２ 
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
10 11 12 13 14 15 16 
17 18 19 20 21 22 23 
24 25 26 27 28 29 30 
31

12月17日（日） 

午前10時～ 

中央公民館3階会議室 

　　～ごぼうおはなしの会～ 

あお  の けん 

おりがみ教室 おりがみ教室 おりがみ教室 

児童書 一般書 



平成18年12月

広報ごぼう
（18）

プラハ・バロック合奏団 
　　　　２００６年　日本公演 
プラハ・バロック合奏団 
　　　　２００６年　日本公演 
プラハ・バロック合奏団 
　　　　２００６年　日本公演 

“きよしこの夜－クリスマス名曲の贈り物” 
－特別出演　御坊少年少女合唱団－ 

チケット料金（全席自由席） 

○プラハ・バロック合奏団 

　チェコの優れた音楽家たちの才能を結 

　集し、１９８２年に結成された正統派 

　バロック・アンサンブル。 

 

○御坊少年少女合唱団 

　御坊日高地方を中心に結成している児 

　童合唱団（Ｐ８ 花まるサークル参照） 

１２月１０日（日） 
　開場 午後６時　開演 午後６時３０分 

　市民文化会館大ホール 

　前売りチケット発売中！ 

一　　般 

学　　生 

友 の 会 

60歳以上 

前　売 

3,000円 

2,000円 

2,000円 

2,500円 

当　日 

4,000円 

3,000円 

4,000円 

4,000円 

●主催 

　市民文化会館自主事業実行委員会 

●前売チケット取扱所などくわしい 

　問い合わせ 

　教育委員会　℡２３－５５２５ 

１２月・１月 

年末・年始 

１２月・１月 

年末・年始 

１２月・１月 不燃・大型ごみを出す日 

燃えるごみを出す日 

不燃・大型ごみを出す日 

資源ごみ 

小型プラスチックごみ 

燃えないごみ 

燃える大型ごみ 

燃えない大型ごみ 

１２月 

　５日（火） 

１２日（火） 

１９日（火） 

２６日（火） 

年 末 

年 始 

日・水 
にごみを出す地区 

１２月２７日（水） 

　１月　３日（水） 

月・木 
にごみを出す地区 

１２月２８日（木） 

　１月　４日（木） 

１月 

　９日（火） 

１６日（火） 

２３日（火） 

 

３０日（火） 

津波の心得 
～地震の揺れを感じなくても津波はやってくる～ 

津波は海底下で地震が起こり、それに伴う海底の上下 
運動により海水が上下に動くことにより発生します。 
通常M6.5程度以上の地震から津波を伴います。 

○津波発生の仕組み 

遠く離れた場所で発生した地震が引き起こす津波のこ 
とで、昭和３５年のチリ地震の津波で北海道や東北地 
方を中心に大きな被害が出ました。 

※１１月１５日ＰＭ８時１５分頃、千島列島で発生し 
　た地震では、震源から遠く離れた御坊でも３０㎝の 
　津波を観測しました。 

○遠地津波とは？ 年末・年始 燃えるごみを出す日 

＊年末年始はごみの量が増え、収集に時がかかり、通常 

　の時間より遅くなることがあります。ご了承ください。 

環境衛生課℡２３－５５０６ 

防災特集　59

災害に備え３日分の食糧・飲料水は、 

各家庭・企業で備蓄しましょう。 

 

企画課℡２３－５５１８ 
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１ 金 

２ 土 

３ 日 

４ 月 

５ 火 ・献血（Ｐ16） 

６ 水 

７ 木
  ・４か月児健診・BCG接種　中 

   　受付午後１時～（H18年８月生） 

８ 金 ・はまぼう学園学園祭（Ｐ11） 

９ 土 ・はまぼう学園学園祭（Ｐ11） 

  ・プラハ・バロック合奏団 

  　日本公演（Ｐ18） 

10 日 ・救命講習会（Ｐ11） 

  ・献血（Ｐ16） 

  ・おりがみ教室（Ｐ17） 

11 月 

12 火
  ・１歳６か月児健診　中　受付 

   　午後１時～（H17年５月生) 

13 水 

14 木
  ・10か月児健診　中　受付午後 

   　１時～（H18年２月生） 

15 金 ・親子教室ぐるんぱ（Ｐ11） 

16 土 

17 日 ・県知事選挙（Ｐ４） 

18 月 

19 火
 ・献血（Ｐ16） ・２歳６か月児健診　市　受付 

   　午後１時～（H16年５･６月生） 

20 水 

21 木
  ・３歳６か月児健診　市　受付 

   　午後１時～（H15年６月生） 

22 金
  ・糖尿病予防教室　市　受付 

   　午後１時30分～ 

23 土
 ・しめ縄を作ろう！（Ｐ10） 

  ・献血（Ｐ16） 

24 日 

25 月 

26 火 

27 水 ・献血（Ｐ16） 

28 木 

29 金 

30 土 

31 日 

12月くらしの情報カレンダー 

 

市　・・・市役所５階会議室　　　中　・・・中央公民館 

Ｐ～・・・くわしくは該当ページをご覧ください。 

年末　２９日（金）　午前８時３０分～午後　４時 
　　　３０日（土）　午前８時３０分～午前１１時 
　※この期間に持込み希望の方は、２８日（木）までに 
　『許可証』を環境衛生課で受け取ってください。 
 
年始　　１日（月）～３日（水）　休み 
　　　　４日（木）　午前８時３０分～午後　４時 

御坊広域清掃センター（持込） ●し尿収集（汲み取り） 
年 末　３０日（土）午前中で終了 

　　　【申込みは、２８日（木）までに】 

　　　 ※２４日（日）も受付けします 

年 始　　５日（金）から平常どおり 

●斎　　場 
　１月　１日（月）　　休　　み 

今月の納期限は１２月２５日です 
○固定資産税（３期） 
○国民健康保険税（７期） 
○介護保険料（１２月分） 

く　ら　し　の　相　談 

○心配ごと相談 ℡２２－５４９０ 
　毎週水曜　午前１０時～午後３時 
　福祉センター３階 
○行政相談　℡２３－５５００ 
　１３日（水）午前１０時～午後３時 
　福祉センター３階 
　行政相談員 原冨士代 ℡２３－０７８９ 
○年金相談 ℡０７３９（２４）０４３５ 
　２１日（木）午前１０時～午後３時 
　市役所４階西会議室（要電話予約） 
○人権相談　℡２２－０３３５ 
　４日（月）午前１０時～午後３時 
　福祉センター３階 
○常駐人権相談　℡２２－０３３５ 
　毎週火曜　午前９時～午後４時 
　和歌山地方法務局御坊支局 

１２月 
　　３日　北裏　清剛　医師 
　１０日　垣内　　弘　医師 
　１７日　玉置かおり　医師 
　２３日　天津　　寿　医師 
　２４日　玉置　俊明　医師 
　３１日　古田　浩樹　医師 
　１月 
　　１日　北出　俊一　医師 
　　２日　楠山　洋司　医師 
　　３日　竹内　伸也　医師 
　　７日　家永　信彦　医師 
　　８日　寺田　益士　医師 
　１４日　川端　良樹　医師 
　２１日　大谷　和正　医師 
　２８日　中島　彰一　医師 

休日急患診療所の当番医 
午前９時～午後４時 

診療／内科・小児科 

TEL ２３－１２８９ 

環
境
衛
生
課
℡
２
３
・
５
５
０
６ 

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

イベント・行事 健　　康 
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再
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紙
を
使
っ
て
い
ま
す
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ひとの動き　総人口：26,838（－２）男：12,863（－５）　女：13,975（＋３）　世帯数：10,234（＋21） 
※平成18年10月末現在（　）内は前月比 

巽邸 巽邸 巽邸 ≪文：中西重裕 氏　　編集：生涯学習課社会教育係≫ 

薗 

　市内八幡筋に木造２階建の建物で西側が洋風につくられた巽邸がある。主屋の玄関庇や２階窓の 

欄干など粋につくられた純粋な和の部分と鎧張りの洋風部分とつながったいわゆる“和洋接合”の 

建物である。敷地の西側に設けられたコンクリートの高い塀の上部にも装飾が施されるなどいたる 

ところにこだわりが見られる。 

　洋風部分の２階に非常に興味深い部屋があった。畳敷きの座敷で、壁から天井にかけて洋風、床 

の間に相当する部分を洋風にデザインするなど極めて興味深いものである。県内でこのようなつく 

りの床の間を見たのは初めてである。畳の空間に本来床の間のあるべきところに中央に飾り台、床 

柱に相当する柱は古代ギリシャのコリント式、柱左手に収納棚と鏡、右手に引き出しと本棚がはめ 

込まれている。天井中央に漆喰で装飾が施され、球形の照明器具が吊下がっていた。 

　建築年代は明確ではないが、戦前の建物としていたるところにこだわりをもったつくりで、設計 

や施工の技術の高さがうかがえる。 

建築年代不明 木造２階建（施工者・設計者不明） 

８ に残る 

シリーズ
 

シリーズ
 

　
「
花
の
命
は
短
く
て
・
・
・
」

と
言
い
ま
す
が
、
花
の
命
と

人
生
は
、
似
て
い
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
良
い
時
期
は
短
く
、

下
積
み
や
世
話
を
す
る
期
間

の
方
が
長
い
ん
で
す
。 

　
確
か
に
手
間
暇
を
か
け
て

育
て
な
い
と
花
は
綺
麗
に
咲

か
ず
、
人
生
も
下
積
み
の
苦

労
が
な
い
と
良
い
結
果
が
出

ま
せ
ん
。
で
も
、
手
間
が
か

か
り
苦
労
し
て
も
良
い
時
期

は
、
長
く
続
か
な
い
ん
で
す

よ
ね
。 

　
こ
こ
数
年
花
作
り
に
関
わ

っ
て
い
ま
す
が
、
花
壇
全
体

の
花
が
綺
麗
に
咲
い
て
い
る

期
間
は
、
一
カ
月
が
限
度
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
過
ぎ
る

と
勢
い
が
落
ち
ま
す
。 

　
ど
こ
か
に
世
話
が
簡
単
で
、

丈
夫
で
、
長
い
期
間
咲
き
続

き
、
値
段
も
安
い
花
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？ 

　
人
生
と
同
じ
で
、
そ
ん 

な
都
合
の
良
い
も
の
は
な
い

か
・
・
・
。 

私
の
ひ
と
り
ご
と 

以
前
吊
り
下
が
っ
て
い
た
照
明
器
具 

装
飾
が
施
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀 

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
コ
リ
ン
ト
式
の
床
柱
や
は
め
込
み
式
の
本
棚
な
ど
洋
風 

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
床
の
間 
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